
都市交通におけるＬＲＴを目指した路面電車に関する実証的研究 

Positive research on the streetcar which aimed at LRT in city traffic 
藤田 岳大＊＊ 脇坂 健治＊＊ 中野 雅弘＊＊＊ 大島 秀樹**** 太田 智**  

By Takehiro Fujita**・Kenji Wakizaka**・Masahiro Nakano***・Hideki Ohshima**** Satoshi Oota** 

1． はじめに 
海外で新交通システムとして見直されている

LRT について、日本でも実現が可能か検討され始
めている。本研究では、海外の LRT 導入事例を
検証し、日本の路面電車と比較するとともに、海

外での新交通システムの具体的成功例を分析する

事により、LRT の利便性及び日本で LRT 導入実
現可能性について検討を行なった。 
 

2．世界と日本の路面電車の現状分析（２ 

(1) 世界の路面電車について 

図 1 に先進国、発展途上国の開業年を示す。先

進国（カナダ・アメリカ・フランス・ドイツ・イ

タリア・イギリス）の特徴として、1870 年代から

1890 年代に開業した路線が多く、その後 1980 年

代からまた開業数が増加傾向にある。また、発展

途上国（ロシア、ウクライナ等の東ヨーロッパ諸

国）は、1890 年代から 1950 年代までに盛んに開

業されているという特徴がある。 

先進国、発展途上国ともに、1980 年代から開業

数が増加した要因としてモータリゼーションの発

達により、騒音や大気汚染等の環境悪化が問題に

なり、自動車に変わる交通手段として、LRT が建

設されたためであると考えられる。 

図 1 先進国、発展途上国の開業年 
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(2) 日本の路面電車について 

 図 2 に日本の開業年を示す。日本は 1910 年代に

開業が多い。日本の最大の特徴として、1956 年に

北九州の筑豊電気鉄道が開業して以来、開業がな

いことが挙げられる。これは、まだ日本が交通手

段を自動車に依存しているためだと考えられる。 

図 2 日本の開業年 

(３)世界と日本の路面電車の比較 

 図 3 に先進 7 ｶ国(G7)別の路面電車の路線数、
図 4 に G7 別路線長の平均を示す。路線数は、ド
イツが圧倒的に多く、ついで日本が二番目に多い。

路線長に注目してみると、日本はフランスについ

で小さいことが挙げられる。これは日本の路面電

車が小規模で充分されていないためだと思われる。

また、フランス等は、は路面電車を建設中または

建設予定があることから、G7 のなかで今後日本
と欧州諸国の路面電車の発達には、格差が生じる

ものと見うけられる。 
路線長はイタリア、ドイツが、広大な土地を持つ

アメリカ、カナダより路線長が長いことが挙げら

れる。これは、欧州各国は路面電車を都市内公共

交通機関として積極的に導入しているためと考え

られる。 
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図 3 G7 別の路線数 図 4 G7 別路線長の平均 
3. 岡山調査の結果（1 

(1)岡山の現在の路線図とＬＲＶ｢ＭＯMO｣ 
岡山の路面電車の路線（図 5）は「清輝橋線」
は岡山駅前から清輝橋ル－ト、｢東山線｣は岡

山駅前から東山のル－トの 2 路線である。 

 

 
図 5 岡山の現在の路線図 1） 

岡山の市民団体 RACDA の呼びかけで 2002 年
7 月 5 日に超低床路面電車「MOMO」、営業運転
開始の運びとなった。これは、全国で熊本、広島、

岐阜、鹿児島、松山、高知、函館に続いて、全国

で 7 番目に超低床路面電車が登場した。(図 6) 

 

図 6 超低床路面電車「MOMO」 

（2）岡山調査の結果 
(a) アンケ－ト調査の概要 
 岡山での調査を実施した 2002 年 11 月 6 日に、
アンケ－ト調査を実施した。9時 40 分～17 時 53
分までの間に岡山市の中心部にある JR 岡山駅前
(20 人)、路面電車岡山駅前(29 人)、天満屋バスス

テーション乗り場(22 人)にて調査を行った。 
(b) 路面電車の利用回数（図 7） 
図 7 では、天満屋バスステーションでのバスの
利用者はほとんど路面電車を利用していない事が

わかる。路面電車岡山駅前の調査結果では路面電

車を利用する人の割合が多くなっており、ほぼ毎

日利用していると答えた人もおり、よく利用され

ていると言える。 
図 7調査場所と路面電車の利用回数（クロス集計） 

(c) 乗り継ぎについて（図 8） 
ＪＲとの乗り継ぎが半数を占め、ＪＲ岡山駅か

らの乗り継ぎの利用客が多いと思われる。路面電

車単体で利用している人は 1/3 だった。 
図 7の天満屋バスステーション乗り場と図 8の
デ－タを合わせると次の事が言える。 
路面電車とＪＲとはうまく乗り継ぎができている

が、路面電車とバスとの乗り継ぎは必ずしも上手

くいっているとはいえないと思われる。 
また、バスタ－ミナルでの調査の際、このバス

タ－ミナルの中に路面電車の駅があれば利用する

か？との質問をしたところ、ほとんどの人が路面

電車を利用すると答えた。バスタ－ミナル利用者

は約 200ｍ以内に、路面電車の郵便局前駅と県庁
通駅があるのに、あまり利用されていない事が今

回の調査でわかった。 
図 8 乗り継ぎについて   図 9 MOMO の乗りやすさ  
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(d)超低床式路面電車(MOMO)の乗りやすさ（図 9） 
MOMOに乗車人の内 3/4の人がＭOMOは路面
電車より乗りやすいと答えていており、好評であ

ると言える。 
(e) 車両(MOMO)のどの部分が便利か(図 10) 
満遍なく支持されているが、特に乗客は利用す

るにあたって、床の高さ、乗り降り、バリアフリ

－化など乗りやすさを支持していると思われる。 

図 10 MOMO のどの部分が便利か 
(f) 支払方法について(図 11) 
現金が 60％以上を占め、カードは 1/4 と定着し
ているとは言えない結果になった。現金だと支払

いに時間がかかる為、カードの利用率を上げる努

力が望まれる。 

図 11 運賃の支払方法について 
 

(g) 待ち時間の満足度について(数量化Ⅱ類分析) 
(表 1) (図 12) 
待ち時間に関する項目では｢職業｣が最も影響

が強い事を示している。次いで、｢性別｣が影響し

ているが数値が小さく関連性があるとはいえない

と言える。｢地域｣については数値が低く関連性が

ないと思われる。 
｢公務員｣｢主婦｣は満足している度合いが高く、

その次に｢会社員｣｢学生｣についてはやや満足して

いない。｢自営業｣は満足していない傾向が現れて

いる。 
以上の結果から、｢学生｣、｢会社員｣は定刻の移

動が必要な為多少厳しい評価になっていると考え

られる。また、｢自営業｣は他の職業より複数の目

的地が存在する事が考えられ時間にゆとりがなく

厳しい評価になっていると言える。 
 
表 1 待ち時間の満足度について 

図 12 アイテム・レン
ジ(待ち時間) 

(h) 乗降人数(路面電車乗昇調査) 

（Ⅰ）実測調査の方法 
ⅰ）各電停において乗車人数を数える。 
ⅱ）各電停において降車人数及び支払

い方法を数える。(ビデオ撮影により) 
（Ⅱ）実測調査の結果 

図 13 電車ごとの乗車人数（岡山駅前発）、図 14 
電車ごとの乗車人数（清輝橋発）、図 15 電車ごと
の降車人数（岡山駅前発）、図 16 電車ごとの降車
人数（清輝橋発）を示す｡岡山駅前発では、ほとん

どの人が岡山駅前で乗って､降りる人は郵便局前

が多く､その次に終点の清輝橋が多い。逆に清輝橋

発では清輝橋と郵便局で多くの人が乗り、岡山駅

前で降りる人が圧倒的に多い。 
このことから、岡山駅前以外のターミナル拠点と

しては郵便局前と清輝橋の二つが挙げられる。し

かし清輝橋は乗り換えターミナルと考えられる。 
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図 13 電車ごとの乗車人数（岡山駅前発） 

図 14 電車ごとの乗車人数（清輝橋発） 

図 15 電車ごとの降車人数（岡山駅前発） 

図 16 電車ごとの降車人数（清輝橋発） 
(i) 支払い方法 
支払い時とビデオ用いて記録して分析した結果

を図 17 に示す。支払い方法は現金払いが多く、
カード払いも少ない。これはアンケート調査によ

る支払い方法の調査とほぼ一致する。このため両

替等により運行時間に誤差が生じている。チケッ

トキャンセラ―方式に導入により、車内での運賃

収受がないので、乗降時間が短くなる。また、カ

ード払いのメリットとして一度に数人の支払いが

できることである。 

図 17 支払い方法 

 
4.まとめ 
岡山に関して、まず路面電車とバス利用客のグ

ループ分けが存在することである。このことは、

天満屋バスステーションの調査で、路面電車利用

率が他の調査地域より低いということにも表れて

いる。また、JR 岡山駅から市役所までの延伸す
る計画に関しては、88％の賛成があった。つまり
現在路面電車を利用していない人も賛成と答えて

いる。 
RACDA や、岡山市の計画では、将来的に路面
電車の環状化などが盛り込まれ、この計画では利

用者の増加など見込め大変素晴らしいものである。

しかし、今回調査した事で判明したバスと路面電

車の乗り継ぎに関してはこの計画では重要視され

ていない。路面電車の路線長が短い為、バスを利

用するとの意見も多数存在した。 
提案として、天満屋バスステーションの真横に

路面電車の駅を作ることなどがより利便性向上の

上でも有効であろう。ただ、車幅など様々な問題

があると思われ、実現するには幾つかの課題があ

ろう。また、支払い方法が乗降時間に与える影響

が大きく、IC カードで出来れば非接触型カードや
プリペイカードの普及により、運行時間がよりス

ムーズになるものと思われる。 
日本は欧米諸国に比べて路面電車の導入が遅れ

ている。この要因として軌道法により最高速度が

制限されている等があるため法律改正や、軌道内

侵入禁止などの交通規制緩和をする必要があると

考えられる。最後に今回の調査で、岡山電気軌道

㈱にご協力頂いたことを感謝します。 
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